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女性の霊性に関する考察 女神たちのイメージか ら

藤 澤 佳 澄

【要 旨】

深層心 理学 の分野では、昨今 、女性の 「霊性」 につ いて語 られる機会が増 えている。女性の 「霊性」 を表 すモチ
ーフとして例 えば 「女神」が考 えられるが、中で もと りわけ 「大女神」、「地母神」な どと呼 ばれ る女神 たちへの言

及が 目立つ。 これ らの女神たちは、人類が文明化 され る中で見失 ってきた根源的な霊性 を備 える存在 として、現在

その価値 を見直 されてい る。
.本論文ではこの ような 「地母神」の臨床心理学的意義 を再確 認する一方で

、「地 母神」 ではない女神 たちの臨床

心理学意義について検討 してみた。 その女神 とは 「処女神」であ る。「地 母神」 と 「処女神」 を対比 させ なが ら考

察 した結果 、新 たな洞察が得 られた。「地母神」が 「死 と再生」プロセスを司 る存在 である とした ら、「処女神」が

司るのは 「状態 の魔力」 とも呼ぶべ き、「異界に繋 ぐ」働 きである。「地母神」 に関す る研究は多 くなされているが、

「処女神」 に関する研究は まだ手付かずの まま残 されているように思われ る。本論文 をその第一歩 にしたい と思 う。

1は じめに

深層 心 理学 の 分 野 で も昨 今 、女性 の 「霊 性」 につ い て語 られ る機 会 が増 えて い る。 「霊 性 」 とは何 か 、

とい う問い に対 して一言 で答 えるの は難 しいが 、本論 文 で は、女 性が 持 つ神 秘的 な力 、神 話 的 な力の よう

な もの と定義 づ け 、論 を進 め たい と思 う。 さて 、 この よ うな女性 の 「霊性 」 を表現 す るモ チ ー フ と して

「女神 」 が考 え られ るが 、 中で もと りわ け 「大 女神 」 「地 母神」 な どと呼 ばれ る女神 た ちへ の言 及 が深層 心

理学 の分 野 で は多 い。 これ らの女 神 鳶 ちは、 人類 が文 明 化、 社会 化 され る中 で見 失 われ て きた根 源 的 な霊

性 を備 える存 在 と して、現 在 その 価値 を見 直 され てい る。文 明化 され た社 会 とはす なわ ち父権 的 な社会 で

あ り、 その 中で成 功 をお さめ た女性 た ちが、 しば しば女性 性 の傷 っ きの ため にセ ラ ピー を訪 れて いる こ と

もこの文 脈 の 中で論 じられ てい る。男 性 優位 の 社 会 の 中で忘 れ られ て きた古 の女神 を復興 させ る こ とで、

傷 つ いた 女性性 を癒 して い こ う、 そ うい った文脈 で 語 られ る女性 性 に関 す る論 文 は非常 に多 い。

だが、 そ れは的 確 に女性 の 「霊性 」 を語 って くれ てい るの だ ろ うか 。現 在言 わ れて い る女性 の霊 性論 が

間違 って い るな どと論 じるつ も りは ない 。た だ、現 在 そ の価値 が認 め られて い る女性 の 「霊 性 」 は真実 の

全 体像 の 中の ほ んの一 部 なの で はない か と思 うの であ る。 詳 し くは後 述す る が、女 性 の霊性 が 女神 とい う

モ チ ー フ を通 して語 られ る時 、 それ は女 性 の地 下 的 な側面 で あ っ た り、呑 み込 む力 、産 む力 な ど とい う、

い わゆ る 「マ グナ ・・マ ー テル」 とい う概 念 で説 明 され る もの で あ った りす るこ とが多 い よう に思 われ る。

原 始宗 教 で は女性 の産 む力 を畏敬 して 成 り立 った 母神 信仰 が あ った と されて い るが、 女神 、 とい うと きこ

の原初 の 女神 を想 定 し、 地母神 的 な女神 の イメー ジで論 じて い る臨床 心理 学 のテ クス トが 少 な くない よう

に思 われ る。 女神 は地 母神 ば か りでは な い。女 性 の霊性 を語 る と き、 産 む力 に基づ く母的 な側 面 に こだ わ

りす ぎて いな いの だ ろ うか 。

筆者 は これ を疑 問 に感 じた 。確 か に現 実 レベ ル で も女性 と男 性 を区別 す る とき、 「産 む」 とい う力 は女

性 をア イデ ンテ ィフ ァイす る大 きな特性 にな るだ ろ う。 だが 、そ れだ けが 女性 の ア イデ ンテ ィテ ィで は な

い。女 性 の霊性 を語 る と き、 この点 の み か ら論 じるだ けで は不 十分 に思 われ る。 そ こで 「産 む」 こ とに拠

る霊性 とは また違 う女性 の霊性 につい て論 じる こ とが で きれ ば と考 えた。 そ れが本 稿 の 目的で あ る。産 む

こ とに拠 る霊性 も、今 回筆 者が 考察 した い霊 性 も、 ひ と しく女性 の霊性 とい う全体 像 を構成 す る要 素で あ

る と考 えて い る。 「産 む」 こと に拠 る霊性 とは また異 な った女 性 の霊 性 につ い て考 察 す る本稿 で は 、 わか

りやす く論 じるた あ に、 これ らを分 け て説 明す る手 法 を とる。 た だ し、・本 質的 に は一部 重 な り合 ってい る

部 分 も、 ある とい うこ とを最 初 に断 っ た上で 、本 題 に入 り元 い と思 う。
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2女 神 め 系譜 一 地 母神 論

地母神 の系 譜 を網 羅す るこ とは決 して容易 で は ない。 地母 神 、 も し くは大 母神 と呼 ば れた女 神 の痕跡 は

世 界 中の広 い地 域 で見 つ け られる。 考古 学 的 な出土 品や 、文 献 に残 され た神 話 ・伝 承 の類 が あ る。例 え ば

「旧石 器時代 の ヴ ィー ナス」 と呼 ばれ る女性 像 の 類 な どは 、多 くの 人 が一 度 は 目に した こ とが あ るので は

な いか 。 「顔 が な く、全裸 で 、 巨大 な乳 房 と腹 部 を もち、性 器 も強調 され てい る。」(松 村1999)日 本 の

文 化で 言 えば縄 文期 の土 偶 が この類 にな るだ ろ う。 この ような女 性像 は 日本 のみ な らず、 世界 の他 地域 で

も多 く出土 して い る。 この よ うに、考 古学 的 な 出土 品 な どに残 さ れ た地母 神 の痕跡 を挙 げてい け ば限 り`が

な い。本 稿で は その 大 まか な流 れ を記 述す る に留 めた い。

古 くは旧石 器 時代 、 人間が 自然 の 恵み に依 存 す る度 合 いが 高 かっ た時代 におい て は、食 料 としての動 物

を 中核 とす る 「富 」 が人 々の 最大 の 関心事 で あ った。富 を産 出す る 自然 へ の依 存 は母 な る自然へ の 崇拝 と

い う観念 を生 み 、 自然の 富の授 与 者 と しての 「大 母神」、 「地母 神」 へ の信 仰が 宗教 の 中心 に なっ た。旧 石

器時 代 か ら現 在 まで 変 わ るこ とな く存続 して い る狩猟 ・採集 中心 の社 会で は 大母神 の後継 者 と して、 「動

物 の 女主 人」、あ る いは 「山 の(女)神 」が 崇拝 され てい る(松 村 同書)。

また松村.(1999)に よれ ば 「新 石 器時代 にお いて 、農耕 、 牧畜 が 開始 され る と、.伝統 的 な狩猟 ・採 集 を

続 け る社 会 を除 いて 、「大 母 神」 は新 し く登 場 して きた職 能 女神 に よって 置換 され る。農 耕 ・牧 畜社 会 で

は、 文 化 に よる 自然 の支 配、 管理 、 改 良が顕 著 とな る。(中 略 〉 大 母神 の 観念 よ り も文化 に よって変 え ら

れ て富 を生 み 出す 自然 、 文化 に支 配 され た 自然 の 観念 が 優越 して くる。」 この段 階 におい て は、 自然 の富

の象 徴で あ る女神 、 母神 は文 化 の下 に位置 づ け られ る。文 化 を もた らした男神 の ほ うが 、 自然 を生 み出 し

た女神 よ り上 位 に位 置づ け られ る よ うになる。 ここ にい た って、 母権社 会 か ら父権 社会 へ の移行 を見 出 す

こ とがで きる だ ろ う。 「自然=女 性 に働 きかけ 、 自然 を利 用 して富 み を生 み出 すの が 、文 化=男 性 とす る

見方 が生 まれ る。 自然 は利 用 される ため に作 り出 され、 人間=文 化 の利 用 に供 され る対 象 と考 え られ る よ

うにな る。生 み 出 し、与 え る存在 と して の女性 、 母 のイ メー ジ に代 わっ て、生 み 出 させ る男 性 、父 の イメ

ー ジが宗 教 にお いて も優 越す る時代 となる」 と松 村 はそ の著書 の 中で述 べ て い る(199932頁) 。 お よそ、

筆者 もこの説 明 に 同意見 で あ る。 も う一 点加 え る とす るな らば 、詳 し くは後述 す るが 、狩猟 ・採集 の文 化

か ら農耕 ・牧 畜文 化 へ移 行す るに あた り、f動 物 の女 主人 」 の類 で は ない 地母 神 が崇 拝 され た ことがあ る

ので は ない か、 とい う論 であ る。 狩猟 ・採 集 の文 化 か ら農 耕 ・牧畜 の文 化 に推 移 した とい うこ とは、人 間

の富 は 田畑 か ら収 穫 され る農 作物 に左 右 され る こ とに なった はず で ある。 多 くの農 作物 が 収穫 で きる よ う

に、 と穀 物 の女神 に祈 りを捧 げ たそ の痕跡 も多 く見 つけ られ て いる。穀 物 の女 神 も松村 が 言 う職能 女神 の

一種 に数 え る ことが で きるか も しれ ないが 、 自然 を支 配す る男 神 の権威 が 強 まる その一 方 で、 地母神 の子

孫 も生 き残 って いた のか も しれ ない と筆 者 は考 えて いる。 穀物 の豊 穣 を祈 願す る祭 礼 と して アプ ロデ ィテ

とア ドニ スの聖 婚 を模 した儀 式 の例 が知 られ てい る(Qualls-Corbett訳 書1998)。 農耕 文 化 にお け る豊

穣 の 女神 と若 き植 物神 の結 合 は大 地 の豊穣 を約 束 す る と考 え られ てい たた め に、 その よ うな儀式 が行 われ

てい た、 と想 像 で きる。 この 時代 の豊 穣 を もた らす地 母神 は前 時代 の それ とは幾分 性格 を異 に して い るか

も しれ ないが 、 生 と死 を司 り人 間 に富 を もた らす とい う点 で は、両 者 は 間違 い な く同 じで あ るだ ろ う。 そ

の支 配領域 が 山野 、 そ こを駆 け巡 る動物 か ら、田畑 とそ こに育 つ農 作物 に変 わ った とい うこ とか も しれ な

い。 生活 を営 む場 所 に よって 人間 の崇拝 す る神 の性 格が 異 なる こ とは良 く知 られ てい る こ とで あ る。

こ こまで地 母神 と呼 ば れ る女神 に つい て大 まかな系 譜 を説 明 して きた。 世界 中 に地母 神 と呼 び うる女神

は数 多 く存在 して い る こ とか ら、 そ の個 々 につ い ては挙 げて こなか っ た。私 た ちに身 近 な神 話 を参考 に、

その極 一部 を例 示 してみ たい と思 う。 旧石 器時 代 の地母 神 の系 譜 に属す る と思 われ る女神 と して アルテ ミ

ス、 農耕 文化 の地 母神 の系 譜 に属 す る女神 と して デ メテ ル、 を各 々説明 してお く。 同 じギ リ シ ャ神話 の女

神 にア プロデ ィテ とい う女 神が い るが 、彼 女 も地母神 の流 れ を汲 む と言 わ れて い る。近 隣の神 話 を参 照す

るだ けで 、似通 った神 話 を持 つ女神 た ちが 数多 く見 つ け られ る。 シュ メー ルの イナ ンナ 、 イシ ュ タル、エ

ジ プ トの イ シス 、 フェニ キ アの アス タル テ、 ローマ の ウ ェヌ ス、 ブ リギ アのキ ュベ レな ど。 イ ナ ンナ と ド

ゥム ジ、 イ シュ タル とタ ンム ズ、 キ ュベ レ とア ッテ ィス とい うペ アは全 て、 地母神 と若 い恋 人 とい う組み

合わせ で ある。 これ はア プロデ ィテ とア ドニス のモ チー フ と同 じテ ーマ を持 つ と考 え られ てい る。
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話 を元 に戻 して、 次で は アル テ ミス、 デ メテ ル につい て紹 介す る。

2-1「 動 物 た ち の 女 主 人 」1ア ル テ ミス

西 洋近 代の 文学 、絵 画 な どで は、 ギ リシャ神話 の ア ルテ ミス(ロ ーマ 神話 で はデ ィアナ)と い う女神 を

「自然 の ま まの 由 野 で獣 を追 って駆 けめ ぐる、 うら若 き処 女神 」 と して描 いて きた。彼 女 は太 陽 神 ア ポ ロ

ンの双子 の妹 と してゼ ウス の娘 に組 み入 れ られ たが 、 この イ メー ジ と彼 女が 本 来持 っ てい た性格 には少 々

隔 た りが あ る。 こ こで は父権 制 の神 話 に取 り入 れ られ る前 の アル テ ミス像、 地母 神 と して の彼女 が備 えて

い た性格 や イ メー ジにつ い て説 明 した い。 アル テ ミス はそ もそ も土 着の 女神 で あ り、父 権 的 な色 彩 の濃 い

ギ リシ ャ神 話 に取 り入れ られ る際 に、そ の性 格 が 変化 してい った と考 え られ てい る。

古 典期 の形 態が 完 成す る前 の ア ルテ ミス は、野 生 の獣 を中心 と して あ らゆ る生 命 の死 と誕 生、 成長 を司

る 、古 い地 母神 の 性格 を持 つ女 神 であ った。 『イ リアス 』 で は 「獣 の 女 主人 」、 「女 猟 師、 狩 りを好 む」 な

ど とい う形容 辞 や尊 称 を捧 げ られ てい る。他 には 『ホ メ ロス風讃 歌 』 にお け る 「鹿殺 しの、 鹿 を狩 る」 と

い う.形容 辞、 「処 女 の、清 らか な、(血 に よって)機 れ てい ない」(『オ デ ュ ッセイ ア』)、「生 む こ とをせぬ」

(プラ トン 『テ ア イ テ トス』)、「生 みの 、 出産 の」(エ ウ リ ピデス 『タウ リケ の イ ピゲ ネ イア』、 『救 い を求

め る女た ち』)と い う よ うなの もあ る。 アル テ ミス の宗教 儀 礼 と して は、ス パ ル タの娘 た ちのそ れが あ る。

スパ ル タの娘 た ち は隣国 アル カデ ィア に近 い、 カ リュ ア イ 「クル ミの木 」 とい う名 前 の地 の森 の入 り口 に

あ った ア ルテ ミス の神 像 の前 で 歌 と踊 りを奉 納 した(パ ウサ ニ アス 、松 村)。 また 「スパ ル タ近 くの川 の

沼 沢 地 にあ っ た リム ナ イオ ン 「沼 地の ア ルテ ミスの神 域 」 で は アル テ ミス神 像 の前 で 、 「か つて は籔 で 選

ばれ た者 が人 身御 供 と して殺 され、 その 血で 祭壇 を染め た。 リュ クル ゴスが そ れ を若者 た ちが答 打 たれ る

ように変更 した。 そ して今 日で も祭壇 に血 を流 す ので あ る。」(パ ウサ ニ アス、松 村)

「ア ッテ ィ カの ブラ ウロ ンは国 境 近 くにあ り、 海 と川 に隣i接す るアル テ ミス の聖域 だ が、 ア テナ イの七

歳 か ら十 一歳 の少 女 た ちがそ こに赴 いて 、 トーチ を手 に踊 った り走 った り して、 「雌熊 を演 じた」。」(ア リ

ス トパ ネス、松 村)

以上 の ような資 料 か らは次 の よ うな アルテ ミス の特 性 が見 て取 れ る。獣 、特 に鹿、 山野 や 沼地 や森 の活

力 や生 命力 、 産婆 、子 ど もや 若者 の養 育 な ど との 関連 をアル テ ミス に認 め る ことが で きる。松 村 は アル テ

ミス を 「境 界 と通 過 儀i礼の女 神」 と想 定 し、考 察 を行 って いる(1999)。 以 下 に引用 す る松 村 の記 述 は ア

ルテ ミス の女神 と しての機 能 を極 め て端 的 に表 してい る よ うに思 われ る。

カ リマ コス もい うよ うに、 アル テ ミス は人 間の 住 む都 市 にはや って来 ない 。人 間 の方 が女神 に会 うた め

に 自然 の 中 に出 か けて い くの で あ る。 そ して 女神 の神 殿 、神 域 、祠 は 自然 の 世界 の な かで も森 の入 り口、

沼 沢 地、 河 口、 海辺 な どに限 定 され て いる 。(略)そ れ は文 明 と野 生、 文 化 と自然 の境界 と なるが 、確 固

と した固定 された もので は な く、 自然状 態 の変 化 に応 じて森 か ら荒れ 地へ と、あ る いは陸 地 か ら水 面へ と

姿 を変 え る曖 昧 な 領域 で あ る。 つ ま りそ こは文 明 と野 生 、文 化 と自然 が交 差 、共 存 す る場所 なの であ る 。

そ して同時 に、そ れ は訪 れる もの に変容 を もた らす 場所 で もあ る だろ う。

古代 ギ リシアで は 、子供 や 若者 は まだ野 生 の存在 で あ り、本 当 の 入間 に、 つ ま り文 化 的な存 在 に なる た

め に は通過 儀礼 を経 て、変容 しなけ れば な らない と考 え られ てい た。 ブ ラ ウロ ンに集 まった アテ ナ イの少

女 た ちは、野 生 の熊 を象徴 す る衣装 を脱 ぎ捨 てて 、文 化的 存在 へ と生 まれ変 わ る。 アル テ ミス を野 生 か ら

文 化へ 、 そ して文 化か ら野 生へ の移 行 を司 る女 神 と考 えるな らば、女神 が 荒 れ地 と耕 地 の、野 生 と文化 の

境 界領域 に位 置 し、子 供 や若者 を守護 す る こ とも無 理 な く説 明で きる。 アル テ ミス は野 性 的存 在 であ る子

供 ・若 者 を文化 的存 在 で ある大 人 に変容 させ る存 在で あ るか らこそ、 女神 自身は都 市 に は入 らず、 永遠 の

処 女 と して境 界 領域 に留 ま り続 け ね ばな らな い。野 性 的存 在で あ る子供 の女神 で あ るか ら、 アル テ ミスは

子生 み の守護 もす る し、 そ の神 話的 表現 が 「産婆 」 なの であ る。(松 村 同書pl98-p200)
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2-2大 地 女 神:デ メ テ ル

デ メテル の伝 承 に欠 かせ ない 存在 とい えば、 その娘 ペ ル セポ ネ(コ レー)で あ る。両 者 は殆 ど対 をなす

形で 、神 話 ・伝 承で も語 られて い る。 キ ャ ンベ ルが 二人 の 女神 につ い て纏 めた 記述 に次 の よ うな ものが あ

る。 「デ メテ ル と コ レ(ペ ル セポ ネ)は 一 人 の神 で あ って 、二 人 の人 間 な ので あ る(ハ リ ソ ン 『プ ロ レ ゴ

ー メナ』)。」(Campbel1訳 書1g95)ま た 、喜 多(1994>は 以 下 の よ うに述べ て い る。

野 原で 遊 んで い た彼女 は突 然裂 けた大 地 の下 に引 き込 まれ、死 界 の王 に拉 致 され てそ の后 に され る。 つ

ま り殺 され たの であ る。 しか し彼 女 が死 にっ き りにな るの では ない こ とは 、古代 ギ リシ アの印 章や壷 絵 に

も しば しば表 され た 、彼 女 が幼 児 を抱 い て大 地 か ら抜 け出 よう と してい る図柄 に明 らか であ る。エ リ ッ

ヒ ・ノイマ ンに よれ ば 、 この時 点で の彼 女 は既 に強 奪 され た コ レーで は な く、 結婚(=略 奪=殺 害)に よ

り少 女か ら変 容 した女で あ って 光(多 産 の 意味 を持 つ)の 息 子 をあ げ た母 であ る。 これは 「娘 が母 と同一

であ り、 母 とな り、 みず か ら(母 の=喜 多注)デ ー メー テ ル*に 変 容」 した こ とを表す と言 う。

デ メテ ル に つ い て語 る際 にペ ルセ ポ ネ を欠 か せ ない 理 由 は これ らの説 明 で 十分 で あ る だ ろ う。 また

Pereraは 次 の よ う に説 明 して い る 。 コ レー は 「母 な る 大 地(デ メ テ ル)の 内 な る霊 魂 の 表 象 で あ る」

(Perera訳 書1998)。 コ レーす なわ ち、ペ ル セ ポネ は 「ギ リシ ャ神 話 で はゼ ウス とデ メテ ルの 娘 とされ 、

強奪 され てハ ー デー スの 妃 となる 。 デー メ ーテ ー ル*が 失 われ た娘 を求 め て、世 界 を巡 るが 、ハ ー デ ース

が娘 を奪 った こ とを聞 き、 ゼ ウス も この計 画 に加 わ ってい た こ とを聞 き、 天界 を捨 て た。 その ため 、大 地

は実 らず 、 人々 は困 った。 そ こでゼ ウス は娘 を返す よ うにハ ーデ ース に命 じた が、娘 は帰 る前 に石榴 の 実

を食 べ て しまっ たた め、 一年 の三分 の一 は冥 界 に暮 らす こ と とな った。 デ ー メー テ ール*と ペ ルセ ポ ネー

**は エ レウシー ス をは じめ 、ギ リシ ャの 地 の秘教 の二 大 女神 であ っ て、 コ レーの名 前 で敬 い畏 れ られ た。」

デ メテ ルが 姿 を消 した娘 を探 し回 った際 の神 話 ・伝 承が お そ ら くはエ レウシス の秘 儀 の根 本 と なって い る

こ とは良 く知 られて い る。 エ レウ シスの神 秘 劇 につ い て は多 くが 秘 め られ た ま まで あ る。 「刈 り取 りとい

う死 、種 蒔 き、 そ して植 物 がふ た たび生 命 を得 る とい う農 業サ イ クル に象徴 され」 る重 要 な主 題 を孕 んで

い るので はない か 、 と推 測 され る に留 ま って い る。 そ の重 要 な主題 とは 「死 と、地 下へ の 下降 と、そ の後

の再 誕生 とい うサ イ クル と非 常 に密接 にか かわ って」 い る(Campbell訳 書1996)。

また、先 の 喜 多の 著書 に よれば 、 あの 光 の息 子 は、 「エ レウ シス の秘 儀 にお い て暗 闇 の 中で ゼ ウス(に

扮 した男 の司 祭)と 交 わ った デ ー メーテ ル*(に 扮 した女 の司 祭)に よ って神 子(豊 饒 の神 プル トス)が

産 み落 とされ る と同時 にい っせ い に明 りを灯 され る、紛 れ もな くこの光 の 中 に狐 々の声 をあ げ る豊 饒 の子

神 と同一存 在 と考 え られ る」。 また この理 由 に よって 、ペ ル セ ポネ は デ メテル と同一 に な る、 と考 え られ

て い る。 「コ レー(少 女)は 結婚=殺 害 に よっ て、 大地 の 母 と して その 象徴 で あ る穀物 の 《穂 の衣 》 を身

に纏 い」、 あ るい は 「穀 類 の母」 と して 麦 の播 種 を司 るデ ー メーテ ル・、 尽 きせ ぬ豊饒(産 み出 す)能 力 を

身内 に備 えた 「母」 とな ったの であ る。」(喜 多1994)

*デ ー メ ー テ ー ル 、 デ ー メ ー テ ル と も に 、 デ メ テ ル と 同 じ。

**ペ ル セ ポ ネ ー は ペ ル セ ポ ネ と 同 じで あ る 。

2-3地 母 神 の 系 譜 の ま とめ

地 母神 の モチ ー フは臨 床心 理 学、 と りわ け深層 心 理学 の分 野 にお い て重視 され てい る。 ラ ζナ ーの 「昔

は彼 女[大 女神]の 属性 にはあ らゆる もの が含 まれて いた 。彼 女 のセ ク シュ ア リテ ィは誕 生、 死、 再生 と

関連 が あ り、善 悪 、生死 の 力 を持 って い た。母 ・戦 士 ・保 護者 ・威 圧 的 な男神 の仲 裁者 な ど多様 な性格 を

持 って いた」 とい う よ うな女神 の性 格 が、 深層 心理 学 の言 う ところの グ レー トマザ ーの性 格 と重 な る部 分

が あ るか らな の だ ろ う(Neumann訳 書1982)。 慈 しむ母 、 与 え る母 とい うグ ッ ド ・マ ザ ー の側 面 と、

呑 み込 む母 、貧 る母 とい うテ リブル ・マザ ー両 方 の側 面 を、大 女神 とい う象徴 が備 えてい る こ とは明 らか
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で あ る。 だが、 グ レー トマ ザ ー とい う概 念 か ら示 され る女性 の霊 性 は、 産 む、殺 す とい っ た母 とい う シ ン

ボ ルの 霊性 を表 してい る に過 ぎな い よ うに思 わ れ る。 それ は グ レー トマ ザ ー とい う言 葉 それ 自体 か ら も明

らかで は ない だろ うか。 アルテ ミス、 デ メテル 、 ひい てはペ ル セポ ネ とい う女神 の あ りようか ら見 出 され

る大女神 の霊 性 は それ だけ では な いbグ レー トマザ ー と呼 ぶ の に相 応 しい霊 性 も女神 た ちは備 えてい る だ

ろ うが 、 それ だけ では ない 霊性 も備 え てい る よ うに読 み取 れ る。 グ レー トマ ザ ー的 な霊性 を備 えて い る と

は言 い難 い女神 の存 在 も、 その ような女神 の霊性 を語 る上 での手 助 け とな るだ ろ う。 この よ うな女神 をい

わゆ る職能 女神 と呼 ぶ の には躊躇 いが ある。 職 能女神 とは 、時代 を下 る と共 に大 女神 の機 能 が分 化 して い

き、大 女神 が備 え てい た霊性 、 す なわ ち職能 が様 々な神 々 に振 り分 け られ てい った その結 果生 まれた 女神

と言 えるだ ろ う。有 名 な女神 、 ア テナ は知恵 、戦 争 、機織 の 女神 と言 わ れて い る。 こ うい った職 能女神 た

ちは、女 性 の霊性 の 一部分 をそれ ぞ れ請 け負 って い るのか も しれ ない。

次 の項 で は地 母神 、 と呼 ばれ なか った女 神 につ い て説 明 を加 えた い。 また 本項 で地 母神 の系 譜 に連 ねた

女神 の 中か らも、 グ レー トマ ザ ー とい う概 念 だ けで は と らえ きれ ない女性 の霊 性 につ い て考察 を行 い たい

と考 えてい る。母 、子 の極 めて原 初的 な関係 を は じめ と して、女性 が にな う役 割 は多 い(男 性 も同 じくら

い 多い だ ろ う)。 そ の全 て に女性 の 霊性 は備 わ って い るだ ろ うが、 そ うい った職 能 に振 り分 け られ る以 前

の 、女性 の よ り根 源 的 な霊 性 につ い て論 じる。

3処 女神と呼ぱれた女神

これ まで説 明 して きた 「地 母神 」 な る存 在 は、 女神 とい う大 きな枠 組み の 中の 一つ の カテ ゴ リーで あ る

よう に思 われ る。 女神 には様 々 な種 類 があ るだ ろ うが 、 「地 母神 」 と同 じほ ど歴 史 も古 く、 また同 じほ ど

意味 を持 っ て語 られ る カテ ゴ リー と して 「処 女神」 と呼 ばれ る女神 た ちが い る。処 女神 とは、 夫 を持 たな

い女神 、男性 を寄 せ付 けな い女神 、 とい う特性 に よって説 明 され る。子 の 有無 は 関係 ない 。 ギ リシ ャ神 話

の処 女神 、 アテ ナは 、彼女 にか け られ たヘ パ イス トス の精 液 を拭 い取 る とい う形 で養 い子 エ リク トニ オス

を も うけ てい る、。 日本 の アマ テ ラス もスサ ノ オ と交 わ した うけ い誓約 の 最中 に、五 柱 の神 を生 してい る。

処女 神 、つ ま り男性 と交 わ らない女神 で あ るの に、子 を生 して いる とは どうい う意味 が あ るのか 。 この

疑 問 に して は、以 下の よう な説が あ る。そ れ は、歴 史 す なわ ち神 話 ・伝 承 を記 述 した男 性 の側 の問題 とい

こ とで あ る。

処女性 を失 わ ない ま ま偉 大 な男 性 を生 んで 母 となる女神 を 「処女 母神 」 と呼 んで 、その例 と して アテ ナ、

マ リア、 アマ テ ラス を挙 げ、 そ う した現 実 に はあ りえ ない女 神 の構想 した の は、男性 か ら女 性 の要素 をで

きる だけ少 な く しよう とす る・試みが あ ったの で は ないか と論 じた ことが ある。(松 村1992,1996,1997)。

(中略)キ リス ト教 は別 に して、記 紀 神 話 とギ リシ ア神 話 の場 合 、子 供 を儲 ける契 機 を提 供 す る男神 は生

まれ た子 の父 であ る こ とが 強調 され ない。 む しろ 「母 の子」 と される ので あ る。 こ こには女 性 的要 素 を否

定 しよ う とす る こ とが 、逆 に男性 的要 素 を否 定 して女性 的 要素 を結 果 と して強調 す る とい う、 一種 の 「振

れ」が 起 こ ってい る と もい え る。 しか しこ うい う形 で女 性 の存在 を限定 的 に残 し,そ の 女性 像 を男性 的 あ

るい は非女 性 的(現 実 の女性 には あ りえ ない 「処 女 母」 とい う姿)と す る こ とで、 つ ま り例 外 的 な女 性像

とす る ことで、現 実 と理 想 の矛盾 を解 決 しよ う と試み た とも考 え られ よう。(松 村 同書pl72)

特 にアテ ナ イの守 護神 と して祭 られ てい た処 女神 ア テナ に対 しては以 下 の よ うな見 方 もある。 す なわ ち

古代 ギ リシア、 わ けて もアテ ナイ の男 子 は女 性 に対 して思慕 と恐 れ とい う両 価値 的 な感情 を抱 い て いた の

で は ないか 、 とい うス レー ター(1968)の 考 察 で ある 。彼 に よれ ば、性 区分 が厳 格 で あ った古代 ギ リシア

におい て は、市 民 の妻 た ちは屋外 で 自由 に活動 す る こ とも禁 じられ、家 庭 内 に半 ば監禁 されて いた(ア テ

ナイの 市民 権 を与 え られて い たの は成 人男性 の み であ る、 とい うこ とを付 け加 え てお く。女 性 た ちに市 民

権 は与 え られ なか った)。 抑 圧 され 、無視 され続 け た妻 た ちは夫 にぶ つ け られ ない不 満 や憎 しみ の感 情 を、

愛情 を注 ぐ傍 らで我 が子(男 子)に 伝 えて しまっ た。 こ う した母 親 の男 性 に対 す るア ンビヴ ァ レン トな感
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情 を アテナ イの男 性 は受 けて 育 った ため に、彼 らは その裏 返 しに女 性 に対 して ア ンビヴ ァ レン トな感 情 を

持つ よ うにな ったの では ない か とい うので あ る。守 護神 アテナ は、母 親 その ま まであ って は な らな い。

母 親 に対 す る感情 は ア ンビヴ ァ レ ン トなので あ り、包 み 込み 保護 して くれ る安 心感 の裏 側 に は、 自立 を

妨 げ心理 的 に同一 化 ・一体 化 され る不安 、つ ま り 「呑 み込 む太 母」へ の反発 や恐 怖 も存在 す るか らで あ る。

母で あ り、 同時 に母 で ない女 性、 そ れが 処 女母 で あ る。(略)こ う して ア テナ は 「結果 と して」母 で あ る

が、 武装 し、 女 ら しい(と 文 化的 に規 定 され る)感 情 を持 たず 、性 を拒 絶 し、性 の ゆ えに変 化す る こ との

ない 女神 とされ たの であ ろ う。母 に して処 女 であ り、女 に して男 の価値 基準 を持 つ アテ ナ は、母 ・女 性 の

守護 ・保護 を無意 識 に求 め、 しか し女性 蔑 視 や女性 恐怖 症 の感 覚 とは抵 触 しない とい う アテナ イの男 性市

民 の夢 想 が生 み出 した理 想 の女神 だ った と思 わ れ る。(松 村 同書p80)

この見 方は 、男性 の女性 忌避 の心 性 を見 事 に言 い当 てて い る もの と思 わ れ る。 アテナ に限 らず 、聖 母マ

リアの処 女懐胎 につ いて も類似 した考 察が な され てい る こ とか ら も、 それ は明 らか であ る。 この見方 に よ

って 、女神 が信 仰 されて きた ことに対 す る男性 の側 にお ける理 由が 一つ 明 らか に なった と して 、で は、女

性 の処 女神 信仰 につ いて は ど うだ ったの だろ うか。 信仰 して いた とす る な らば、そ の理 由 は何 なの だろ う

か。 女性 は処 女神 の どの よ うな神性 に惹 かれ たの か。話 が少 々脇 道 に それ て しまったか も しれ ないが 、 こ

の観点 か ら考 えて み る と処 女神 と呼 ばれ た女神 の霊 性 につ いて 新た な知 見 を得 られ る よ うに筆 者 に は思 わ

れる。 女性 忌避 、 母性へ の 恐怖 とい う処 女神 信 仰へ の理 由 づ けは一 義的 で あ って、 あ る意 味 で女神 の本質

に迫 るだ ろ うが、 そ れだ けで は見落 されて い る もの もあ るので は ないか 。 アテ ナ と同 じギ リシ ャ神 話 の女

神 にヘス テ ィア とい う処 女 神が い る。彼 女 は男 女間 わず 広 く信仰 を集め た処 女神 で あ った。 女性 に も信仰

され てい た とい う点 を重視 してみ る と、今 述べ て きた ような理 由の みで は説 明 がつ か ない処 女神 の側 面が

浮 か び上 が って くる。 そ の側面 こそ、 これ まで あ ま り語 られて こなか った女 神 の隠 れた 「霊性 」 で ある の

では ない か。 そ れゆ え に、母 とい う側面 で 語 られ ない女 神 の霊 性 を見 出す よす が と して 、本稿 で は 「処女

神 」 を取 り上 げ たい ので あ る。 デメ テル とコ レーで はな いけ れ ど も、母 を語 る とい うこ とは、 いっ かは そ

う なるべ き存 在 と しての娘 を も語 る こ とにな るの で はな いだ ろ うか。母 一娘 とい う霊 性 以外 の女性 の側面

を見 る とい う ことは 、い わゆ る血 の イニ シエ ー シ ョン と呼 ば れ る女 性 の側 面以外 に 目を向 ける とい うこ と

であ る。 処女神 の霊性 につい て語 る とき、 少女 か ら女へ 、 女か ら母 へ とい うプロセ ス とは別 の次 元 での女

性 の 霊性 を語 る こ とにな る よ うに思 わ れ る。

3-1竈 の 女 神:ヘ ス テ ィ ア

ヘ ステ ィアはギ リシ ャ神 話 の処女 神 であ るが 、彼 女の 神話 は殆 ど残 され てい ない と言 って も差 し支 え な

い。ヘ ス テ ィア に関 して は藤澤(2003)に 詳 しいの で、以 下 に引用 してお く。

ヘ ステ ィアは クロ ノス とレアの娘 で あ り、ハ ー デー ス、 ポセ イ ドン(海 神)、 ゼ ウス 、デ ー メーテ ール 、

へ一 ラー(ゼ ウ スの妻)兄 弟姉 妹 の長姉 で あ る。 ロ ーマ神話 の ウェス タと同一 とされて い る。ヘ ス テ ィア

は炉 もし くは竈 の女 神 であ り、 家庭 を守 る女神 と され てい た。彼 女 の起 源 はギ リシャ神話 よ り古 く、 母権

制 の時代 の女神 で あ った と言 われ てい る。 母権 制の 時代 、家 庭 は個 人の 『世 界』 で あっ た。 その 中心 に座

す ヘ ステ ィア の竈 は世界 の 中心 で あ り、 つ ま りヘス テ ィアはそ の時代 、 世界 の 申心 を表 して い た と考 え ら

れて い る。 ピ タゴ ラスは ヘス テ ィア の火 を大 地 の中心 で あ る と言 った(LethabyI975)。 ヘス テ ィアは ま

たギ リシャ神話 で は結婚 の 庇護 者 とも され てい る。 だが 、ヘ ス テ ィア 自身 は未婚 の女 神で あ り、 ア テーナ

ー、 アル テ ミス と並 んで アプ ロデ ィテ の力 の及 ば ない永 遠 の処 女神 と目 されて いた。 ヘ ステ ィアの神殿 に

仕 え る巫女 は女 神 に倣 い、純 潔 を守 らなけ れ ばな らな か った。 ローマで は、VestaWirginsす なわ ち 『ウ ェ

ス タの乙 女』 と呼 ばれ 、6人 の 乙女 が ウェス タの 神殿 を祀 って い た。純 潔 を守 れ な か った ウェ ス タの 乙女

たち は大地 に埋 め られ る とい う厳 しい罰 を受 け なけれ ば な らなか った と伝 え られて い る。

ウェス タは ローマ の守 護神 で あ り、彼 女 の火 は決 して 絶 や される こ とが なか った。全 ての家 庭、 つ ま り
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あ らゆ る人 々か らウ ェス タニヘ ス テ ィアは祀 られ、 食事 の分 け前 は最 初 に彼 女 に捧 げ られ た。 ウ ェス タの

祭 りで は神殿 の蔵 が 開 かれ 、主婦 たちが 供物 を捧 げた と言 われ て いるが 、以 上 の こ とか らヘ ス テ ィアは 古

代 ギ リシ ャ ・ローマ の女 性 に とって非 常 に重 要 な女神 で あ った と想 像 す る こ とが で きる。

また キ ケ ロは次 の よ うに言 って い る。 「ウェス タの力 はす べ ての 祭壇 や竈 に及 んでお り、 しか も 「この

女神 は最 も内 な る者 の 守 護 者 で あ るが ゆ え に」、 すべ て の祈 祷 や供 犠 は彼 女 に始 まっ て彼 女 に終 わ る。」

(Dumezil童970)LaroseEllfMtholo(1968)に よれば 、ヘ ステ ィアが 夫 を持 た なか った理

由 を この よ うに説明 してい る。 つ ま り、 彼女 が司 る純 粋 に宗 教的 ・母 権 的 な領域 にあ って は、男 神 の分担

すべ き役 割が 皆無 だっ たか らで あ る。ヘ ス テ ィア につい て は 「天 界 め 「天界 の住 まいの 中心 に座 して、生

賛 の最 も上等 の部 分 を受 け取 り、 しか も、神 々 の中 で人 間界 の男 た ちか ら最:も敬 わ れて い る女神」 と言 わ

れ ていた と して い る。」(LarousseEn蟹cloDediaof・Mvthologvl968)

ヘ ス テ ィア に関す る これ らの記 述 をあ わせ て読 み解 くと、次 の よう な姿 が 浮 かび上 が って こない だろ う

か。 ヘ ステ ィア とは男 性 ・女 性 を問 わず に信仰 を集 め た女神 で あ る。 彼 女 に祈 願 したの は 自然 か らの 恵み

で はない 。そ れ は彼女 自身が 「産 む」 とい う女性 の力 とは縁 遠い とこ ろにい るか らで あ る。 しか し、 か と

い って 、ヘ ステ ィアが男 性 の側 の理想 を重ね られた だ けの女 神 であ るか とい う とそ れ も違 う。男性 が 処女

神 を作 り上 げ る ように なっ たの は、 おそ ら く父権 制 の時代 に下 って か らで あ る。 ヘ ステ ィアは、 オ リンボ

ス の 神 話 が 確 立 さ れ た 父 権 制 の 時 代 よ り起 源 の 古 い 母 権 制 の 時 代 の 女 神 な の で あ り、 こ れ は

彼 女 が処 女で あ る理 由が男 性 の側 の問 題 に拠 るの で は ない とい う こと を意 味 してい る。彼 女 は 自ずか ら処

女 で あ った。 本来 の処 女神 は、 そ もそ も自ず か ら処女 な ので あ る。作 り上 げ られ たの で は ない処 女神 と し

て、ヘ ス テ ィアは 、古 来 の名残 を残 す 数少 ない 女神 で あ る ように思 わ れる。 ・

ヘ ス テ ィアの記 述 で 目につ くのが 、 「世 界 の 中心 に座 す 」、「最 も内 な る者 の守護 者」、 「天 界 の住 まいの

中心 に座 す」 とい う もの であ る。 これ らは ど う言 った 意味 を持 つ のか 。彼 女が 支配 す る その ような領域 を

「職能 」 と呼 ぶ こ とは は ばか られ る。 ヘ ス テ ィ アは人 間 の よ り根 源 的 な領域 を司 って い る よ うに思 わ れ る

か らで あ る。ヘ ス テ ィアは火 を司 って お り、 オ リ ンボ スの 祭壇 の火 も彼 女 の支 配す る領 域 で あっ た と見 な

されて い る。 人間 が祀 る火 も同様 であ る。 火 は人 間の意 識 を象徴 す る とも考 え られて い る。 ヘ ス テ ィア と

い うの は神像(偶 像)を 持 た ない稀 有 な女神 で あ り、具 象 的 な女神 像 の代 わ りに火 を崇 拝 の対象 と して い

た 。 こ こか ら も、彼 女 が支 配 す る領域 は、 「職 能」 と呼 ぶ に はふ さわ し くな く、 よ り根 源 的 な領域 とい う

べ きで あ ろ う。 多情 で 名高 い最 高神 ゼ ウス で さえ、 彼女 に求 愛 す る こ とを しなか った。 彼女 に捧 げ られ た

ゼ ウス のそ う した敬 意か ら も、彼 女 の女神 と して の地 位 の高 さを見 る こ とが で きる はず で あ る。

3-2処 女 神 の 特 徴

竈 、火 の守 護神 で あ る処女 神 ヘ ステ ィアにつ い て説明 を行 ってみ た。 ここか ら地 母神 と同 じくらい古 い

起源 を持 ちそ うで あ りなが ら、地母神 とは また 別の領 域 を司 る女神 の姿が 浮 か び上 が って くる。処女神 は、

よ り厳密 に考 えてみ る と、男 性 を受 け入 れ ない 、配偶 者 を持 た ない 、 とい う点 に よって は特 徴付 け られ な

い こ とに気付 か され る。 なぜ な ら最 も原初 的 な母 神 にお い て は、 まず 自 ら存 在 し、 自 ら産み 落 と した子 と

交 わ り、 また産 み落 とす こ とが認 め られ てい る か らで あ る。 ギ リシャ神 話で は ガ イアが その例 に当 たる だ

ろ う。 む しろ太母 それ 自体が そ の よ うに特徴 付 け られ る と考 えて も良 い。原 初 の男神 にお いて も、 同様 に

単 独 で の子産 み は見 出せ るが 、 これ は まだ世 界が 混 沌 と してい た時代 の 神 であ る こ とか ら母 神 の要 素 と父

神 の要素 が分 離 しきっ てい なか った こ とがそ の理 由 で はな いか と考 え られ る。産 む、 とい う力 はや は り母

神 に属す るの で は ないか 。

太 母 ほ ど根 源的 な存 在 で な くとも、地 母神 につ い て も、旧 石器 時代 まで はそ の よ うな特 徴 が認 め られ る

と言 わ れて い る。 「宇 宙 の は ざま にた だ独 りあ って、 神 々 を、 万物 を、 ただ 産 み に産 む、 それ が大 母神 の

有 様 で」 あ る(喜 多 同書p43)。 「た だそ こ に在 り、無 条 件 で産 み 、 ただ 産み 続 け る 一それ が大 母神 で

あ り、大母 神 に対 しての 太古 の 人 々の イ メー ジで あ り、信 仰 で あっ た と思 われ る。 そ う した信 仰 は長 い長
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い 間続 い た。 石 田英 一郎 も言 う、 「植物 の 採集 、 ひ い ては その 栽培 に人 間の生 活 が依 存 して い た社 会 、 そ

う した い となみ の担 当者 と して の女 性 の地位 が 中心 的 な社会 にあ って は、 この種 の母 神 の配偶 者 とな るべ

き男 性 を必 要 と しなか った ら しい。 生 まれ る こ とな く して太 古 よ り存 在 した彼 女は みず か らの力 におい て

一切 を産 み
、万 有 を育み 育て た」、 と。」(喜 多 同書p40)

独 りで子 を孕 む こ とが 地母 神 、大 女神 、大 母神 と呼 ばれ る女神 を特 徴付 け る点 と考 え られ る な らば、 で

は 、処女 神 を特徴 付 け る点 は どの よ うな もの にな るのか 。地 母神 と処 女神 を区 別す るの は どの よ うな特徴

を以 って であ る のか 。考 え られ るの は、 「産 ま ない」 とい うこ とだ ろ うσ 地母 神 は 産 む とい う力 こそが彼

女 の豊饒 性 と繋 が ってお り、そ れが 母 とい う側 面 に至 り着 く。 一方処 女神 は産 ま ない女神 で あ る。 しか し

彼女 らは産 ま ないか らとい って 、そ の地位 を既 め られ ない。 古代 の ギ リ シャで は、子 を産 んで初 め て一 人

前の 女性 と して 社会 か ら認 め られ る、 と言 われ てい る に もかか わ らずで あ る。 同時代 の ヘ ステ ィアに対 す

る信 仰 か らに よ り明 らか だ ろ う。 「産 まない」 とい うこ と、 これが 処 女神 の特 徴 の 一つ にな る こ とは間違

い ない よ うに思 われ る。 この よう に定 義 しなお した とき、あ る いは アテ ナ は処 女神 とい うカテ ゴ リーか ら

は外 れ るのか も しれ ない 。一 方 で、冥 府 の女 王 と呼 ばれ るペ ル セポ ネが想 起 される。 冥府 とい う不毛 の世

界 で 女王 の地位 につ いた ペ ルセ ポ ネは、夫 を持 ちな が ら も、 決 して子 を生 す ことは で きなか っ た。 ギ リシ

ャ神話 の神 々は交 わ れ ばす なわ ち子 を生 す と されて お り、そ の よ うな神 々の 中で 冥府 の神 々は一種 特 別 で

あ る とい わ ざ るを得 ない 。 こ の よ うな不 妊 が冥 府 の=神々の 特徴 とされ て い る(Devereux訳 書1982)。

この 産 まない 女神(産 め ない 女神 とい うべ きか)と い う特 徴 におい て、 ペル セ ポネ も処女 神 と見 なす こ と

はで きるの だろ うか 。彼 女 を 「処 女神 」 と呼 ぶ場 合 が ない わけ では ない 。 とは言 う もの の、 ハ ーデ ース と

い う夫'を持 つ ペ ルセ ポ ネ を処 女神 に分 類 して良 いの か、 そ うで ない のか を考 え るた め に も、 もう少 し 「処

女神」 に関す る考 察 は必 要 だろ う。 「産 ま ない」 女神 に どの ような神性(言 い換 えれ ば職 能)が あ るのか 。

何 を以 って彼 女 た ちが崇拝 され たか を もう少 し詳 細 に考 察 して み よ う。処 女神 と呼 ばれ る女神 の中 か ら子

を産 まない女神 を取 り上 げ考 察 してみ る。

3-3「 産 ま な い 」 女 神 と して の 処 女 神

これ まで 紹介 して きた 女神 た ち は全 て ギ リ シャ神話 中の 女神 で あ る。 まず は 同 じギ リシ ャ神 話 の 中で 、

処 女神 と呼 ばれ た女神 た ち を改 めて挙 げてみ る必 要 があ る だろ う。 ギ リ シャ神 話 の処 女神 とい う と き、 主

に挙 げ られ るの は アテナ 、 アル テ ミス、 ヘス テ ィアの三 女神 で あ る。彼 女 たち はギ リシ ャ神 話 の中 で も最

も高位 と され る オ リ ンボ ス十 二神 に属 す る と考 え られ るため 、何 事 にお いて も代 表 的 な神 と して挙 げ られ

る こ とが 多い 。 ギ リシ ャ神 話 の最 も著 名 な処 女神 とい う と きこの三 女神 が挙 げ られ る、 とい うほ うが適切

だ ろ う。 この 三女 神 に関 して は 、 こ こまでで既 に紹 介が 済 んで い る。注 目す べ きは おそ ら くは アル テ ミス

であ る。アルテ ミス は処 女神 と呼 ば れ る一方 で、原初 の 地母 神 の流 れ に も属 す る女神 と され てい るか らだ。

処 女神 とは産 まない 女神 であ る と考 え る と き、 こ こに は幾分 矛盾 が 生 じる。 地母 神 とは、彼 女 の産 む力 の

ゆ え に豊 穣 を祈 願 され る女神 で あ って 、処 女 神 は産 む力 以外 の機 能 を期待 され る女 神 で あ るか らで あ る。

アル テ ミス とい う女神 に つい て は もう少 し整理 が必 要 だ ろ う。

アルテ ミス が 旧石器 時代 の 地母 神 、大女 神 の系譜 に属 す る女神 で ある ことは、 先 に説 明 した とお りで あ

る。 この ような地 母神 は 「山 の(女)神 」 と呼 ばれ るが 、 アル テ ミス に捧 げ られた形容 辞 に もこの意 の も

のが 見 られ る こ とか ら、 ア ルテ ミスは 「山の(女)神 」 で あ る と考 え られ る。 「山 の(女)神 」 とは どの

よ うな女神 か 。答 え は簡単 で あ る。 その起 源 を 旧石器 時代 以 来 の大母神 に有 す る女神 の こと を言 う。 つ ま

り、 大母神 の特 徴'を色 濃 く残 した女神 の こと を言 う と考 えれ ば 良い。 山 の(女)神 の伝 承 には配偶 者 の影

は薄 く、純 粋 に大 母神 の単 独性 を示 す と も書 わ れて い る。 山 の(女)神 は彼 女が 管轄 す る と ころの 、 もっ

と正確 に言 えば彼 女 自身で あ る 「山」 の中 に独 りあ っ て子 産み を なす。 この よ うな女神 が 「山②(女)神 」

と呼 ばれ てい る ので ある。 アル テ ミス に話 を戻 そ う。 アルテ ミスは一 部 で この 「山 の(女)神 」 の特徴 を

備 えてい る と言 わ れ てい るが 、一 部 異 な る特徴 もあ る と されて い る。 「山の(女)神 」 は必 ず し もつ ね に

若 く美 しい処 女神 で ある とは され てお らず 、 そ こが アルテ ミス の問 題 なの であ る。
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古 典期 の形 態 が完成 す る以前 のア ルテ ミ、ス は、確 か に 「山 の(女)神 」 と呼 ん で差 し支 え ない特 徴 を備

えてい た と考 え られ てい る。 旧 石器 時代 以 来 の大 母神 、 つ ま り古典 期 の形 態 が完 成 す る以前 の 大母 神 は、

「生 命す べ ての 与 え手 で あ り、 した が って美 醜 、老 若 、母 娘 とい う区分 を超 越 し、そ れ らを内包 す る存 在

であ った。」(松村 同書pl88)ア ルテ ミス につ い ては彼 女 の原初 の形 か ら様 々 な要素 が抜 け 落 ちてい き、

その うちい わゆ る 「処 女神 」 の イメ ー ジが 確立 され た と考 える こ とが で きる。 ア ルテ ミス が備 え てい た と

思 われ る、獣 の女 主 人 とい う全 体 像 か ら、醜 さ、 死、 恐怖 な どの 要素 が蛇 の頭 を持 つ ゴル ゴンに、 夜 と冥

界の 側面 がヘ カテ に分 離 し、処 女 神 アル テ ミスが 出来 上が った と考 える こ とが で きるので あ る。時代 を下

って い くに つれ て、大 い な る女神 か ら職能 女神 に分 化 してい く、 とい う説 明で ア ルテ ミス の問題 は理 解 で

きるだ ろ う。 で は ここで 、改 めて 「処 女神 」 アル テ ミス に 目を向 けて みた い。太 古 の 地母神 で な くな った

アル テ ミス は何 を以 って祀 られ てい たの か 。処 女神 とな った 彼 女の 霊性 は どの よ うな もので あ った のか 。

これ を読 み解 くと き、 「処 女神 」 な る ものの 霊性 につ い て一 つの 手が か りを得 られる よう に思 う。 アル テ

ミス とい う女神 特 有 の霊性 す なわ ち職 能 もあ るだ ろ うが、 同'じ処 女神 ヘ ス テ ィア の霊 性 と並 べ て読 み解 い

てみ る と、彼女 た ちの個 性 とは次 元 を異 にす る 「処 女神 」な る もの の霊性 につ いて新 た な知見 が得 られ る。

いや 、 そ もそ も 「処 女 神」 の霊 性 も、「地母神 」 の 霊性 もすべ て備 えて いた と考 え られ る最 も原初 の 女神

の中 に も、 「処 女神 」 の霊性 を解 き明 か す手 が か りは潜 在 してい る だろ う。 古典 期以 前 の ア ルテ ミス に も

目 を向 け てみ たい 。

大 い なる女神 で あ った アル テ ミスが備 えてい た霊 性 は、 ゴル ゴ ン、ヘ カ テ とい う女 神 の姿 か ら想像 で き

る。 ゴル ゴ ンにつ いて は こ こで は述 べ ない ことに して お く。 ゴル ゴ ンはそれ だ けで多 くを語 る こ とが で き

るモ チ ー フであ り、 ここで は記 述 し きれ な いか らで あ る。 今言 える のは これだ けで あ る。 「彼 女 はあ らゆ

る存在 の生 で あ り死 で あ り、世 界 の子宮 で あ り墓 で あ る黒 い時 間、原 初 の一 に して唯 一 の、 自然 の究極 の

リア リテ ィで 」 あ る(Campben訳 書199538頁)。 ゴル ゴ ンは、 ア ルテ ミス の地 母 神 と して の否定 相

の み を分離 させ られた ように見 え るか も しれな いが 、蛇 の頭 髪 を持 つ彼女 には それ だけ で は言い 表せ ない

イメ ージが あ る。

では 、原初 の ア ルテ ミス か ら分 化 した女神 、ヘ カテ につ いて考 察 を行 い たい。 ヘ カテ は古 いギ リシ ャの

女神 と され てい る。以 下 は 『ヘ カテ讃 歌』 か らの引 用で あ る。 「大 きな獲 物 をい と も容 易 に授 け た り、 目

の前 に現 れ た獲 物 を造 作 もな く奪 っ た りな さるの だ。」他 に、 「畜 舎 の 家畜 を殖 や す」 「子 供 らの養 育 者」

な ど とい う、.アル テ ミス と共 通す る特 徴 も認 め られ る。 だが ヘ カテ はそ れ だけで は ない。 冥界 の恐 るべ き.

女神 と して描 か れ てい る。有 名 な アル ゴー船 の物 語で 王女 メデ ィ アが 祈 りを捧 げる のはヘ カテ に対 してで

あ り、 それ はヘ カ テの魔 力 を請 うた めの もの で あ った。ヘ カテ は また夜 の女神 と して松 明 を持 つ姿 で描 か

れ る こ とが ある。 彼 女 は この とき辻 に立 つ女神 、 道守 神 と して見 な され てい る。 この 道守 神 と しての ヘ カ

テ は三 つの 顔 を持 つ女 神 と され 、彼 女 はヘ カテ ・トリヴ ィア(「 三 叉路 の ヘ カテ」:三 叉路 を守 護 す る女

神 と された)と 称 され た。ヘ カ テの三 相 は天 界 ・地上 ・冥 界 をそ れぞ れ支 配 す る。天界 で は 月の女 神 セ レ

ネ 、地上 で は女狩 人 アル テ ミス、 冥界 で は死 の女 王ペ ル セポ ネの 三相 を とる、 と言 われて い る。 また 三体

一相 の女 神 の う ちの一 相が 老 婆 ヘ カテ
、他 二相 は処 女 ヘ ベ(ゼ ウス とヘ ラの娘)、 母 親 ヘ ラで あ る と も言

わ れてい る。 いず れ にせ よヘ カテ を冥 府 の女神 と呼ぶ と き、我 々 は何 か を思 い出 さない だろ うか。 ペ ルセ

ポ ネ とヘ カ テが密接 な関係 を持 つ の は先 に述べ た 通 りで あ る。ペ ルセ ポ ネ と同 じ冥 界 の女神 で あ るヘ カテ

が子 を産 ま ない こ とは言 う まで もない 。

3-4処 女 神 の 霊 性

前項 で処 女神 と呼 ばれ る女神 た ち につい て論 じてみ た。処 女神 の霊性 を探 る上 で と りあ えず手 が か りに

で きそ うなの は、ヘス テ ィア 、アルテ ミス 、ヘ カテ とい う女神 た ちであ ろうか 。人 間 に個 性 が ある ように、

この女 神 た ちに も個 性 はあ る。 違 う領域 を司 るが ゆ えに生 じる個 々の霊 性 は それ と して、 その霊 性 に共 通

す る もの は ないか を見 てみ た い。地 母神 と呼 ばれ る女神 た ちが 産 む とい う力 を背 景 に 、生 と死 も しくは死

と再生 を司 ってい た とい う よう に、処 女神 た ち には処 女神 た ち に共通 す る霊性 が あ るので は ないか と筆 者
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は推測 してい る。 この よ うな推 論 を立 て てみ た。 それ は、彼 女 た ちが異 界、 人 間た ちが住 ま う日常 の世 界

とは異 なる世 界 と繋が ってい る とい う こ とで ある。 ヘ ステ ィアは火 、竈 を通 じて オ リンボス とい う神 の世

界 と現 実 の世 界 を繋 いで いる 。 アル テ ミス は前 述 した とお りで あ る。彼 女 はそ の ま ま境界 に存 在 す る女神

であ る。野 生 と文 化 の問 に立 って その 間 を取 り持 つ女神 とい う ことで、 彼女 と異 界 との かか わ りは理解 す

る こ とが で きる だろ う。ヘ カテは辻 に立 つ 女神 と言 われて い る。彼 女 も また 日常 の世 界 と非 日常 の世界 を

繋 ぐ女神 であ る。 ア ルテ ミスが 野生 と文 化 とい う対 立 の問 を繋 ぐの であ れ ば、 ヘ カテは夜 の世 界へ と導 い

て くれ る道守 神 で あ る。処 女神 た ちが繋 い で いる世 界 、道 を開い て くれ て い る非 日常 の世 界 とい うのは、

それ ぞれ違 う もの で ある か も しれ な いが、全 てわれ わ れ人 間が現 実 に生 きてい る世界 で は ない場所 として

括 る ことは で きる だ ろ う。 しか も彼女 た ちの道 の 開 き方 は、 「死 と再 生」 を意味 しない 。彼 女 た ちが 開 い

て くれて い る異 界 に は死者 の世 界 もある とは いえ、 そ こ に繋 が る こ とが す なわ ち 「死 と再 生」 を意味 す る

とは思 え ないの で あ る。 そ こ に、処 女神 と地母 神 の この上 な く大 きな差 が あ る と考 え られ る。

「死 と再生 」 の プ ロセ ス を経 る こ とと、異 界 に繋 が る こ との問 には差が あ る。 まず 第一点 と して、 「死

と再 生」 の プロセ ス は変 容 の プロ セス と考 え られ る とい うこ とであ る。 その プ ロセ ス を経 験す る前 と後 と

で は某 か の変化 が生 じてい る はず であ り、例 えば、娘 と しての 自我 が死 んで 、母 と して生 まれ なおす 、 と

い った 変容 が生 じてい る こ とが.「死 と再 生」 の プ ロセス で あ る と考 え られ る。蛇 が脱皮 す る さまを思 い浮

かべ る人 もい るか も しれ ない。 これ まで の 自分 が死 んで 新 た なる何 かが生 まれ てい なけ れば 、「死 と再 生」

の プ ロセ スを経 た とは言 えない だ ろ う。 これは いわ ば 「行 う」経 験 であ る。通 過儀 礼 が そ うで あ る よう に、

過 ぎて しま った ら 「状態 」 と して残 る もので は ない 、 と考 え られ る。死 と再 生 のプ ロセ ス を経 た結 果 、そ

の 影響 が残 る とい う こ ととは勿 論 話が 別 であ る。 「死 と再 生 」⑳ 状 態 に あ り続 ける とい うよ うな こ とは な

い 、 と表現 す る とわか りやす い か も しれ ない 。

一 方
、 異界 に開 かれ て い る、異 界 と繋 が って い る とい う ことは 、 「状 態 」 で ある 。異界 と繋 が って い る

と き、 入 は非 日常 の力 を 身につ け た状態 、言 うなれ ば魔 力 を身 につ けた ような状 態 にあ る と感 じるか も し

れ な い。異 界へ の道 が 閉 ざ されて しまえ ば魔 力 は消 え失 せ、 日常 の 世界 に立 ち戻 っ て くる。 これ は変容 の

プ ロセス では ない ので 、 自我 に変化 が あ るわ けで は な く、異 界 と繋 が ってい る 間 に限 られて非 日常 の力 を

身 につ け られて い る とい う、 まさ に 「状 態」 の 問題 で あ る と言 える だ ろ う。 「死 と再 生」 とは 、冥 界へ 下

って 、再 び地 上 に戻 っ て くる経 験 だが 、 そ れ はイ コー ル 「異界 と繋が る」 こ とを意味 しない。 「異 界 と繋

が る」 とい うこ とは、 日常 の世 界 にあ りなが ら非 日常の 世界 へ の道 が繋 が って いる とい うまた別 の次元 の

話 だ か らで あ る。

地 母神 が司 るのが 「死 と再 生 」 とい う変容 の過 程 で あ る とす るな ら、処 女 神が 司 る のは 「異 界 に繋 ぐ」

とい う 「状 態 の魔力 」 で はない か。 この よ うに考 える と、処 女神 の霊 性 とい う もの につ いて 一つ の仮説 を

成 立 させ られ る。異 界 に道 を開 くこ とで 非現 実 的 な力 を現実 におい て身 につ け させ て くれる 、 それが処 女

神 の霊性 で あ る とい う仮 説 で ある。 神話 ・伝 承 にお い て、英 雄 に力 を貸 す処 女神 の姿 も時 折見 か け られ る

が 、それ は この仮説 か ら説 明が つ くよ うに思 わ れ る。産 む力 に拠 る霊 性 す なわ ち地母神 のそ れは偉 大 だが、

そ れ だけが 女神 の霊 性 であ る とい うの は乱暴 で あ る。産 む とい う偉 大 な力の 影 にな り見落 されが ち にな っ

て いた また別の 女神 の霊 性が あ りうる。処 女神 の霊性 を語 る ことで 、女性 の そ れにつ い ての新 た な洞察 が

得 られ た とす れ ば、 幸い であ る。

4ま とめ

本 稿 で は、地 母神 と呼 ば れ る女 神 との対 比 か ら、処 女神 とい う女神 の イ メー ジにつ いて考 察 を試 み てみ

た。 日常 に留 ま らせ なが ら 「異界 へ と繋 ぐ」 とい う処 女神 の霊 性 を仮 定す る こ とが で きた ので は ないか と

思 う。 で は、 「異 界 に繋 がれ」 て い る と き人 はい った い ど う変 わ るの か。 「異界 に繋 が る」 とい うこ とは人

に どの ような影響 を与 えるの か。

筆 者 は 「死 と再生 」 の プ ロセス を司 る女神 一 地母 神 と対 比 させ 、処 女神 を仮 定 して み たが 、各 々が 司

る領 域 は、 その まま人 と人 との 関係 のあ り方 を もイメー ジ させ る ように思 わ れた。 異 な る性 を持 つ もの 同
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士 が 結 びつ くと きには 、そ こで は化 学変 化 に も似 た 強烈 な変 容 が生 じるので あ り、 こ う した結婚 による変

容 とも言 うべ き もの は 「死 と再生 」 の プ ロセス と考 え る ことがで きる だろ う。一 方 、 この よ うな変容 が生

じない関係 とい うの も考 えられ る。例 えば同性 同士 の関係 にお いて は、異 性 間の結 婚 の ような変容 が 生 じ

る とは これ まで考 え られ て こなか った6.し か し 「死 と再生 」 の よ うな変容 が生 じな いか らとい って、 その

ような関 係 が人 に とって無 意 味 で ある と断 言 す るの は暴論 だ ろ う。処 女神 の霊 性 につ いて考 え る と、 「死

と再 生」 を伴 う変 容 とは異 なる変容 体 験 を想定 で きるの では ない か と感 じる。劇 的 な変 容 体験 で は ない け

れ ど も、 今の位 置 に留 ま りなが ら繋 が る ことに意 味 があ る、 その ような空 間 、時 間 につ いて考 える こ とが

で きるだ ろ うか。 処 女神 に関 す る考察 は まだ始 まっ たば か りであ り、 明 らか にな っ てい ない こ との ほ うが

多 い くら いで あ る。今 後研 究 を進 め てい く中 で、 この よ うな女 神 の霊性 が 人 間 に とって どの ような意味 を

持 つ のか1よ り具体 的 に考 え る こ とがで きれ ば と思 う。
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AStudyofwomen,sSpidtuality

:.theI血ageo.f'Goddesses

FUJISAWAKasumi

Thenumberofoppo血nitiesfbrdlscussing山e"spirituality∵ofwomeniscumentlyincreaξinginthefleld

ofdepthpsychology.Although'世goddess'「isconsideredtobeanexampleofonemotiξfbrexpr『ssing"sp董rituaIitジ,

refb鶏ncestQgoddesses爬ferredtoasthe"greatgoddess".or"motherearth"areparticularlyconspicuous。Thevalue

ofthesegoddessesisbeingreevaluatedasexistenceshavingthefUndamentalspiritualitythathasbeenbstdur孟ngthe

courseofthecivilizationofmankind.Inthispaper,while.recon行 ㎜ing血e.clinicalpsyρhologicalsignlficanceof血is

"motherearth"onth60nehand
,anattempthasbeenmadetoexaminethechnicalpsychologicalsignificanceof

goddessesotherthan"motherearth".Newinsightswereobtainedasaresultofdiscussingthissubjectwhile

comparing"motherearth"andthe"virgingoddess'㌧If"motherearth"isassumedtoexistf6rgoverningthepr㏄ess

of"deathandナebirth",t卜enthatgovemedbythe"v孟rgin.goddess'lisIhetaskof'「1inkingtot1}eworldQfthe

supematural'㌧whichmaybemoreapprophatelyref¢rredtoasthe"supematuralpowersofth信stateofサxistencp".

Althoughnumerousresearchhasbeenconductedonl璽motherearth",resea士c紅onthe"virg加goddess"hasessentially

beenleftuntouchedandnumerousareasremainunstudied.It .ishopedthauhiSpaperwillserveasthefirststepinthe

directionofgreaterresearchonthis.su切ect
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